
教職員研究チーム活動状況報告書

研究テーマ分類番号（ ７ ）

※県教育委員会のホームページに掲載します。

研究チーム名

（ 食育研究チーム ）

県立和田山特別支援学校代表者 の所

属・職・氏名 職・氏名 教諭 山内 由香

(1)研究テーマ

身近で感じることができる食育活動の促進

(2)研究経過及び具体的な取組

１ 食育活動に関する具体的な取組について

（１）米作り活動

５月 ６日（金） 種まき

北部農業技術センターより籾をいただいてきて学校で種まきをする。

６月 ３日（金） 田植え体験（手植え体験）

北部農業技術センターにて、学校で育てた苗を手植えしたり田植機乗車体

験をしたりする。

５月２３日（月） バケツ稲（手植え）

学校にてバケツに手植えをした。

７月～９月 バケツ稲観察学習

９月１３日（火） 稲刈り体験

北部農業技術センターにて、稲刈り、稲架かけ体験をしたりコンバイン乗

車体験をしたりした。

９月 バケツ稲収穫

１０月１１日（火） 脱穀

１０月～１１月 お米を使った調理実習

（２）野菜・花作り体験

５月～１０月 マリーゴールドの栽培（プレンターにて）

５月末～８月 すいか・とうもろこし作り（畑にて）

９月～１月 だいこん・にんじん・かぶ作り（畑にて）

６月～１０月 さつもいも作り

９月２９日（木） 野菜収穫体験・梨狩り体験（但馬農業高校）

１１月８日（火） いも掘り体験（小・中学部）

１１月９日（水） いも堀り体験（高等部）

（３）販売学習について

１２月９日（金） 販売学習

２ 現状での成果と課題

食育に関する学習で、有意義な体験活動が１学期・2学期できたと感じている。多様な障害生徒

に対する学習指導も問題なくできていたのではないかと感じている。ただ、高等部は校内外進路

実習があるなど一年間を通して行事などが多い学部であり、体験学習などを精選した方がよいの

ではないかという意見（課題）もでている。


